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Abstract

The TOHOKU 1inac has been operated since 1967. The 150 MeV pulse beam stretcher 

and energy compress ion system have been constructed. They are very useful1 instruments 

for the study of nuc1 ear science.

This report i s descr ibed as following i terns; 1 ) status of operat ion, 2) measure­

ments of res idual VSWR for waveguide system and acce1erator waveguides at B sect ion.

1 ♦まえがき

1967年 5 月 に 最 初 の ビ ー ム が 加 速 さ れ 、我が国初の多目的加速器として運転が開始されてから  

は や 17年 を 経 過 し た 。 この間、 ヱ ネ ル ギ 一 圧 縮 装 置 （E C  S ) 、 パ ル ス ビ ー ム * ス ト レ ッ チ ャ 一  

( S S T R ) 、等の最 新技術 に基づ く性 能向上 をはか った。 し か し 加 速 管 の 浸 水 事 故 （1976年）、 

ビーム強度の増加に伴う真空リーク等、幾 多 の 困 難 に出 会っ たが 、 そのつど何とか解決し今日に  

至っ た 。研究 に供さ れた延 べ運転 時閭 は 50, 000時 閭 を 越 え 、益々 利用者 も増 加 しつ つあ る 。

一 方 、原子核物理の分野では高性 能の加 速器建 設計 画が内 外の研 究機関 で発 表され ている 。東 

北大学でも電子線を用い る原子 核研究 のた めの加 速器が 計画 され、推 進 中で ある 。 この計画の実 

現 ま で は 、現マ シン が充分 な性 能を維 持する よう 保守す ると同 時に、最新技術の習得が不可欠と  

考え る 。

今 研 究 会 で は 、 1 ) 運転状《!、 2) B 部導波管と加速管との残留定在波比の測定及びその遲減  

等につ いて 報告 する 。

2 • 運転状況

現 在 の マ シ ン の 状 態 で あ れ ば 年 500時間の 運転 も可 能で ある が、昭 和 55年 か ら 2, 500時間と 

し、 し か も 1 ケ月の夏期マシン 停止期 閬を設 けてい る。 これは電力料 金が 7 月 か ら 9 月ま で 2 0 %  

割 高に なる こと と、施設の維持費 との 関係か らで当 分時 間延長 は望め そうに もな い。

S S T R による直流ビームは、 57年度か ら共同 利用 に供 して いる 。従 来 の グ ル ー プ （電 子 散 乱 、 

( 7 宂、等 ）にこ の直流 ビー ムを利用するグループが加わり] !系は過密状態になっている。一旦 

実験装置 をセッ トアッ プし た場合 は効率 よく 実験 を行う 必要 がある 。 これには連続運転が良く、



マシンにと っても好都合である。

施設内 でのマ シン維 持費 の要求 は次 期 計画 のス ター ト時 期と のか らみ もあ るが 、 5 年閭は現状  

を維持するこ とで、算 出 し て い る 。光 熱 水 料 を 除 い て 3, 800万円 程 度 が 認 め ら れ て い る 。

3 • V  S W R の測定

導波管 と加速 管の保 守は 不具 合箇 所が 出た 都度 対応 し てき たが 、昨 年 8 月の夏期マシン停止期  

_ に 8 部 （2 m 加 速 管 、 12系 統 ） の V S W R 測 定 を 行 っ た 。測 定 点 は 第 1 図 の B 点 よ り 行 っ た 0 

第 一 表 に 測 定 値 、対 策 、 その結 果 の 値 を 示 す 。予 想 よ り 悪 い 状 態 で 、V S W R の邏減を試みたが、 

満 足 で き る 結果 は得 ら れな かっ た。特 に B  5 は真 空に引 いたら 悪化 した。原因は導波管の変形の  

為 と 思 わ れ る 。工 事 期 間 が 8 日閭でこれ以上の仕事は 出来な かった 。今 後 の 対 策 と し て 、 1 ) 単 

体 の V S W R 値 を 1 . 1 以 下 に す る 、 2 ) 組 み 立 て 後 の スク イズ を行 う、 3 ) 導波管の厚みを増  

す 、等 を 検 討 し て い る 。な お 測 定 値 は 移 相 器 の 位 相 を 変 化 （0 — 380° ) させることで、移相器そ  

の も の と その前 後 の V S W R に分 解 で き る 。 そ れ を 第 2 図に 示 す 。

今 年 は A 部 （1 m 加 速 管 、バン チ ャー 、 9 系 統 ）の測定を 予定し てい る。

第 1 表 測 定 値 、対 策 、 その結果
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第 i 図 立 体 回 路 の 構 成

系統 測定値 対 策 結 果

B  1 1.38 W. PS. 1.31

B  2 1.17 .

B  3 1.45 PS. 1.28

B  4 1.19

B  5 1.83 ACC. T 1.45

B  6 1.27

B  7 1.14

B  8 1.35 単体測定 1.40

B  9 1.23

B  10 1.36 W. 1.34

B  11 1.40 W. PS. 1.33

B  12 1.20
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第 2 図

残 留 定 在 波 比 成 分 （B 部 ）

移相器より入口側 

移相器のアンバランス分 

移相器より加速管側

4 • 改 良 、改造 
昨 年 実 施 し た 主 な 改 良 、改造に つい て述 べる 0 

1 ) de —  Q i n g残 り の 4 号 機 、 5 号機 にも 取 付 け が 完 了 し た 。

2 ) Q - m a g . ス テ ア リ ン グ コ イ ル 電 源 の 更 新 。

3 ) 電 子 銃 の エ ミ ッ シ ョ ン 電 流 の 安 定 化 （今研究会で発表予定

5 • 今後の予定

1 ) 消 磁 電 源 の更 新、 マ イ クロ コンピ ューターを用いて制御する。

2 ) 電 子 銃 グ リ ッ ド パ ル サ ー の 更 新 、半 導 体 化 。

3 ) 加 速管 の温 度分 布の 測定 、次 期 マ シ ン の 予 備 テ ス ト （テスト用加速管試作中）。

4 ) イ オ ン ポンプの更新。
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